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第九次福井市総合計画審議会 専門部会 第４部会（第１回） 

 

■開催日時：令和７年８月18日（月）15:00～17：00 

 

■開催場所：福井市役所 本館８階 第８会議室ＡＢ 

 

■出席者：別紙のとおり 

 

■会議内容 

１．開会 

○司  会 

 それでは、ただいまから福井市総合計画審議会専門部会第４部会の第１回目の会議を開催いたし

ます。 

 まず初めに、福井市市民憲章の唱和を行いますので、恐れ入りますがご起立願います。 

 市民憲章は、お手元の会議次第の裏面に掲載してございますので、ご覧ください。私が前文を朗読

しますので、引き続き１番からご唱和をお願いします。 

 なお、実践目標についても併せて唱和をお願いいたします。 

（福井市市民憲章唱和） 

○司  会 

 ありがとうございました。どうぞご着席ください。 

 皆様方におかれましては、公私ともにお忙しいところ、ご出席いただき誠にありがとうございます。 

 

２．あいさつ 

○司  会 

 それでは、開会に当たりまして、総合政策課長からご挨拶を申し上げます。 

○総合政策課課長 

 本日からの部会につきましては、委員の皆様に第九次福井市総合計画について分野ごとにご審議

いただくことになります。全体会でも申し上げましたが、今回の総合計画は、委員の皆様をはじめとし

て、市民の方々の意見を取り入れながら市民と共につくり上げていく総合計画にしたいと考えており

ます。 

 これまで２つの部会が第１回の審議会を終えましたが、それぞれの部会において委員の皆さんが積

極的に意見を交わされております。この部会においても、それぞれのお立場から各政策において委員

の皆様が活発に意見交換することが、本市の５年後、10年後の明るい未来に向けた総合計画の策

定につながるものと考えております。本日は長時間になりますが、よろしくお願いします。 

○司  会 

 次に、西村部会長からご挨拶を頂戴したいと存じます。 

○部会長 

 福井市の第九期総合計画審議会の専門部会の第４部会の第１回目の開催に当たりまして、一言ご

挨拶をさせていただきます。 

 第九次総合計画審議会専門部会を開催しましたところ、暑い中、お忙しい中ご出席いただきまして

ありがとうございます。 
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 皆様もご承知のとおり、この専門部会は４つありまして、第１部はまち、第２部はくらし、第３部はしご

とと地域資源で、私たちの４部会はひとがテーマです。部会の開催というのは、今回の８月と２回目は

10月ですか、３回目は11月と、あと今日を入れて３回あります。そして、１月には全体会を開催して、

第九次総合計画の市長への答申案を策定するという予定であると聞いております。 

 本日出席されておられる委員の皆様は、福井市民の代表であります。福井市に住んでおられる赤ち

ゃんからお年寄りまで全ての人が福井に生まれ育ってよかったと思われるような総合計画になるよう

に、委員の皆様のご協力をお願いしたいと思います。そのためには、委員の皆さんがこの会議でこの

ような福井市だったらよいと思われるご意見をどしどし出していただきたいと思います。 

 先ほども申し上げましたが、この部会は本日とあと２回、計３回でありますので、たくさんの意見を出

していただくようお願いして、簡単ですが私の挨拶に代えさせていただきます。どうぞよろしくお願いし

ます。 

○司  会 

 ありがとうございました。 

 

３．委員自己紹介（略） 

 

４．副部会長の指名について 

○司  会 

 次に、副部会長の指名に移ります。 

 福井市総合計画審議会設置条例では、副部会長は部会長が指名することとされておりますので、

部会長に副部会長の指名をお願いしたいと存じます。 

○部会長 

 それでは、条例に基づきまして、副部会長を指名させていただきます。 

 山川委員に副部会長をお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 いいですか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 ありがとうございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○司  会 

 それでは、以後の進行は部会長にお願いしたいと存じますので、西村部会長、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

５．議事 

○部会長 

 それでは、ただいまから議事に入ります。 

 まず、資料５をご覧ください。 

 この第４部会では、分野「ひと」の政策及び施策について審議をしたいと思います。 

 第４部会で審議をするのは、政策14の「こども・子育てに関する政策」、政策15の「学校教育に関

する政策」、政策16の「生涯学習・生涯スポーツに関する政策」、以上の３つになります。 

 部会の進め方については、先日の全体会で事務局から説明があったように、全３回の専門部会の

うち、まず第１回では原案として示された政策を基に委員の皆様からご意見を伺います。第２回では、

第１回までの意見等を基に作成された施策についてご意見を伺い、第３回では各委員からのご意見

を踏まえた修正内容について確認していただくといったような流れで進めさせていただきます。 
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 先日の全体会においても本部会の内容に関わる意見なども多々あったと思いますが、そのような意

見も参考にしながら審議していただきたいと思います。 

 本日の資料にも、これまで事務局が実施してきた意見交換などを通して出てきた意見とか、社会情

勢の変化を踏まえ設定されたキーワードなどもお示ししていただいているようですので、参考にしな

がら進めていただきたいと思います。 

 なお、審議に当たっては、委員からのご意見をできるだけ多くいただきたいので、事務局の説明は簡

潔にお願いしたいと思います。 

 

（１）政策14「こども・子育てに関する政策」について 

○部会長 

 それでは、本日の審議を始めます。 

 事務局のほうから説明をお願いします。 

○事務局 

 それでは、政策14「こども・子育てに関する政策」の説明をさせていただきます。 

 資料６－４、１ページをお願いいたします。 

 なお、第八次総合計画では、市民福祉の分野に位置づけられていましたが、第九次総合計画では、

こどもまんなか社会の実現を目指し、ひとの分野に移行しております。 

 まずは、現状、課題についてご説明いたします。 

 本市の出生数は1,744人で、令和４年、５年と過去最少を更新しています。将来にわたり本市の活

力を維持していくためには、安心してこどもを産み育てることができる環境を整えるとともに、こども、

若者が伸び伸びと育まれ、将来への夢や希望に向かって自らの意思で選択できることが必要であ

り、社会全体でこどもの成長を応援することが求められます。また、貧困や児童虐待など、特に支援を

必要とするこどもへの適切な支援や、保護者がゆとりを持ってこどもに向き合えるための取組が必要

です。 

 次に、参考資料３、現状データ資料をご覧ください。 

 41ページ、出生の状況をご覧ください。 

 黒い折れ線が福井市の合計特殊出生率、グレーの折れ線が全国平均の合計特殊出生率、オレン

ジの棒グラフが本市の出生数を表しています。本市の令和５年の合計特殊出生率は1.48であり、全

国平均より高い数字を維持しております。しかし、依然として人口が均衡した状態となる人口置換水

準を大きく下回っており、また出生数も減少傾向となっております。 

 続きまして、43ページ、地域子育て支援センターの利用状況をご覧ください。 

 子育て中の親子が気軽に集い、一緒に遊びながら交流できる場所として、コロナ禍を経て、利用者

数は順調に回復しております。高木北に４月にオープンした竜のつながるーむと合わせて、市内には

12か所設置されています。 

 44ページ、児童虐待相談件数の推移です。 

 福井県の児童相談所における相談対応件数の推移です。相談件数は、令和３年度から減少傾向

でしたが、５年度は増加いたしました。 

 なお、最も多い相談が心理的虐待となっております。 

 戻りまして、資料６－４、２ページをお願いいたします。 

 原案の政策階層についてご説明いたします。 

 次総合計画の「こども・子育てに関する政策」では、こどもの成長をみんなで応援し、こどもの未来

が輝く町をつくることを目標といたします。 
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 具体的な内容については、社会全体がこども、子育てに関わり、支えていく環境づくりや機運醸成を

行います。結婚から妊娠、出産、子育て、教育を通じた切れ目のない包括的な支援により、こどもの健

やかな生育をしっかりとサポートいたします。こどもの声を聞き、こどもの視点に立ち、こどもと共にこ

どもを独りぼっちにしない、させない居場所づくりを進めます。 

 次に、審議する際の参考として設定したキーワードについてご説明いたします。 

 １つ目のキーワードは、５歳児健診です。 

 こども家庭庁は、令和10年度までに５歳児健診の全国での実施を目指しております。５歳前後は、

言語能力や社会性が高まる時期に当たり、言語の遅れなどから発達障害の特性を認知しやすいと

されています。安心してこどもを産み育てることができる環境を整える必要があります。 

 ２つ目のキーワードは、こども食堂などの全てのこどもが安全で安心して過ごせる居場所づくりで

す。 

 こどもを独りぼっちにしない、させないよう、こどもの声を聞き、こどもの視点に立ち、こどもと共に、よ

りよい居場所づくりを進める必要があります。 

 ３つ目のキーワードは、ヤングケアラーです。 

 ヤングケアラーとは、家族の介護、そのほかの日常生活上の世話を過度に行っていると認められる

こども、若者であり、自由な時間が取れず、学業や進路に影響を及ぼすだけでなく、健全な発育や人

間関係の構築を阻むとされております。本人や家族に自覚がない場合もあり、支援を必要とするヤン

グケアラーに気づくことが難しく、課題とされております。 

 委員の皆様には、キーワードを参考に協議していただきますが、あくまでも一例であり、必ずしも３つ

のキーワードにこだわる必要はございません。ざっくばらんに協議していただき、本日の意見は原案の

作成に活用していきたいと考えております。 

 第２回目の専門部会において、施策を含めた原案を提示いたします。ご意見よろしくお願いいたしま

す。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの説明を踏まえて、委員の皆様からご意見等をいただきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

○副部会長 

 基本的なことで申し訳ないんですけど、今のこのこどもっていうところの定義なんですけど、これは何

歳から何歳までっていうのを今回設定されていると思うんですけども、これを確認させていただきた

いのと、あと政策14のほうで、居場所づくりっていう話もありまして、ヤングケアラーとかの話もあるん

ですけど、実は福井市ＰＴＡ連合会で結構取り組んでいるのが不登校に関するものっていうことを取

り組んでいまして、ここに不登校という言葉がないんですけども、そこに関しても検討していることなの

だっていうことだけ確認させていただきたいなと思いまして、よろしくお願いします。 

○部会長 

 事務局のほう、いかがですか。 

○こども未来部次長 

 今のご質問の２点でございますが、まずこどもの定義につきましては、今年３月末に策定をいたしま

したこども未来計画の中で、一応支援が必要な年齢ということで、特にこども、幼児、乳幼児、それか

ら若者っていうところまでのきちんとした年齢の区切りはございません。 

 それから、不登校につきましては、後ほどテーマとして学校に関する政策が出てくるんですが、そちら

のほうで取り上げるということもございまして、今ここのキーワードといいますか、こどものところでは今
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基本的にそのワードは出てきていないということでございますが、第九次総合計画の中ではその中に

含まれるという形でございます。 

○事務局 

 政策15のほうで不登校は出てくると思います。あくまでもキーワードで出していますけれども、キーワ

ード以外のことも議論していただいて結構ですので、そちらのほうは自由に議論していただければい

いと思います。 

○部会長 

 次、どうぞ。 

○委員 

 このこども・子育てっていうところなんですけれども、今まで以上に子育てっていうことよりも、こども

支援により向いていただけるといいなっていうところの一番最初の部分だと思うんですけれども、こど

もを産み育てたいと思ったときに産む適齢期の方たちが、そもそも子育てっていうものにプラスのイメ

ージをどこまで持っているのかっていうのを私はいつも疑問に感じていて、というのもそれはやはり自

分がこども時代の原体験が一番大きいんじゃないかなっていうふうに私は感じています。特に、自分

のこども時代が豊かであったりとか、自分のこども時代が幸せだったとか楽しかったっていう思い出

がない以上、何かもう今って結構情報が過多で不安なことしか出てこないんですね。先ほど委員も言

ったように、不登校であるとか、ひきこもりであるとか、こどもが発達障害があるとか、そういう本当に

不安になる要素というか、育てにくいんではないかとか、いろんなことが全部よぎる中での成長になっ

てしまうんではないかなと思っていて、実際すごくコロナ後に出生数が減少しているのも、そこには大

きく人とつながらなかった時間の子育てがすごく大変だったんだろうなっていうのを私はすごく感じて

いて、コロナのときって人と交われないので、そこがこどもを育てたときに自分一人で自分のこどもを

育てなきゃいけないとか、そんなふうな不安な部分がすごくついて回った中で、２人目、３人目を産む

気になるかというと、そこはすごく大きな部分なのかなと思っていて。 

 ただ、私はすごく前に向いているなと思うのが、すごく社会がこどもに目を向けてくれるようになった

今ことのときだからこそ、こどもを産むこととか、こどもを育てることってそんなに難しいことでもないし、

すごく楽しいことなんだよっていうメッセージとして持っていかないと、なかなか出生数を上げるとか、

少子化に歯止めをかけるっていうのは難しいのかなっていうふうに思います。だからこそ、今、実際こ

ども時代を過ごしている子たちが豊かになるような施策を今からやらないと、このまま未来に向かっ

ていったら駄目なんだろうなっていうのは、実際の今の中高生たちを見ていると、中高生たちが既にも

う不安というか、多分先が、何のために僕たちは勉強しているんだろうとか、何のために学校に通わ

なければならないんだろうみたいなところもこの後の学校のところにも引っかかってくるのではないか

なと思うので、いかにこども時代に人に出会い、人とつながれるかっていうところを何か意識したもの

であってほしいなっていうのは感じます。 

 そういう点で言ったら、子育て支援をする資源は今の段階ですごく増えているんじゃないかなという

のは感じます。今の市政を見ていても、実際子育て支援センターは増えていますし、だからこそ人なの

かなっていうふうに感じていて、こども時代の豊かな時間とかそういうところにまた改めて次の投資と

いうようなイメージで、産み育てるまでのこどもの時代を豊かにしていただけるといいかなっていうふ

うに思っています。 

○部会長 

 もう少し聞きたいんですが、こども時代に子育てされた自分がどうなったかによって変わってくる、と

いうことですか。 

○委員 
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 私自身が実体験というわけではないんですけれども、たくさんの親以外の人と出会っているこども

時代があるかないかって結構大きいんじゃないかなっていうのはすごく感じます。というのも、私自身

が昭和生まれで、昭和時代だと目の前の玄関の外に出たら、意外と社会の人たちと触れ合う時間が

多かったりとかしゃべったりとか、あと先生とかっていう立場も抜いた関わり合いみたいなのがあった

りしたので、何かそういうところがあると自分も大人になったときに自分のこどもにそうやって関わって

もらいながらこどもを育ててもらえるのではないかみたいな、ぼんやりとしたイメージがついてくるんで

はないかなっていうふうに思っています。 

○部会長 

 ありがとうございました。こどもの時代の経験を大事にするっていうことですね。 

 ほかの方でいろいろご意見等ありませんか。 

○委員 

 先ほどの話とは少し違うんですけど、私のほうから質問がありまして、福井市内のヤングケアラーと

呼ばれる方は何人ぐらいいらっしゃるのかっていったら、あれば知りたいなというのと、その方たちに具

体的にはどういう施策を考えていらっしゃるのかと、あとこども食堂に関してなんですけど、今も幾つ

かあるとは思うんですけれども、何かそれと違ったものを考えたのかっていうところが聞きたいポイント

です。 

○こども未来部次長 

 まず、ヤングケアラーの人数なんですけれども、今ちょっと手元にデータがないので申し上げられな

いんですが、一応施策としましては、本市で先ほど申し上げましたこども未来計画におきまして、ヤン

グケアラーの支援というものを大事な施策として位置づけをしておりまして、主な取組として、ヤング

ケアラーのいらっしゃる家庭の育児支援、家庭支援ですとか、交流相談支援などに取り組んでいると

ころでございます。 

 昨年度から、特に若い方ですと、なかなか対面での相談とかが難しいということで、ＤＸといいます

かメタバースを使ったりした事業なんかも展開をさせていただいております。 

 それから、もう一つのご質問、申し訳ございません。 

○委員 

 こども食堂が既存のものと何か変わったり、拡充とか。 

○こども未来部次長 

 昨年の令和６年６月に補助制度としまして、学習支援ですとかを１回当たり30万円上限だったのを

２回以上実施する場合には60万円だったり、あとは基本的に支援をされる団体に対しては、２回以上

実施された場合には100万円という形で、助成額を増やさせていただいたことによって、市内全域で

こども食堂を展開していただいてる団体が増えたという形でございまして、今後も状況を見ながらそ

ういった支援に取り組んでまいりたいと考えております。 

○委員 

 ありがとうございます。 

○部会長 

 はい、次、どうぞ。 

○委員 

 今の質問に答えれば、ヤングケアラーっていうの、これ県の調査結果なんですけれども、中学校２年

生で4.5％です。それから、高２で3.9％、定時制の高校生では8.5％とかなり割合高い数字が出て

ます。 

 それから、こども食堂については、こども食堂ネットワークふくいというのがございまして、そこに市も
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支援をやっているんですけれども、福井市内には10団体あります。県全体では45。ネットワークふく

いに入っていないこども食堂はもっと結構あるみたいで。そのネットワークふくいに入っている団体に

は補助金が出てるという、そういうことを聞いています。 

 ところで、この具体的内容というところが３つあるんですけども、このまま文言が残るとちょっとと思っ

たのは、まず１行目の「社会全体が」っていうところを「社会全体で」に直したほうがいいんじゃない

かなと思います。 

 それから、２行目、結婚から妊娠云々で、教育を「通じた」を「通じて」という形に言葉を変えたほうが

すっきりするんじゃないかなと思います。 

 それから、３行目、「こどもの視点に立ち」、その後に「こどもの声を聞き」と、こどもの「声を聞き」を

「視点に立ち」の後に入れたほうが文言的にはすっきりするんじゃないかなと思ってました。 

 それから、ついでに言うと、キーワードが３つあるんですけども、これにとらわれずに協議してください

っていうことなんですけども、この５歳児健診だけをトピックに上げてしまうと、こども家庭庁はたしか

2028年度までに全国で100％を目指すっていう、５歳児健診を。そういうようなデータが出ています

ので、ここを５歳児健診だけに特化してしまうんじゃなくて、子育て支援の促進みたいなそういう文言

でまとめていったほうがいいんじゃないかなと思います。福井市のこども政策課なんかでも、子育て支

援の結構政策をやっているんです。 

 それから、２つ目の居場所づくりってこども食堂だけを特記しちゃうと、こども食堂だけかとなるんで。

福井のこどもたちは児童館なり児童クラブなり、そういうようなところへ結構通っているんです。そうい

うところもこどもたちの居場所づくりなので、いずれ公民館なんかもそういった動きが今出始めてま

す。だから、ここはこどもの居場所づくりみたいな文言でまとめていったほうがいいんじゃないかなとい

うことを思いました。 

 それから最後のヤングケアラー、これもヤングケアラーだけに特化しちゃうとちょっと良くないんで、独

りぼっちのこどもとか、生活貧困の家庭とか、そういうなのが実際もう出ているんで、市の子ども福祉

課は結構いろんな窓口としての活動を始めていますけれども、ここはセーフティーネットの充実、そうい

うような言葉でまとめていくとすっきりするんじゃないかなっていうことを思いました。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 何か事務局のほうからあれば、今の意見に対して。 

○事務局 

 先ほど説明の中でのこのキーワード３つにつきましては、一例でありますので、それにはこだわらず

に大きな視点でのこども、子育て支援という形で取り込んでいきたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

○部会長 

 僕もちょっと思ったんですが、５歳児健診だけ上げるのは。これは児相にいたときに思ったんですが、

健診がポイントで大体見つかってくるのは、３歳児健診で結構見つかってくるんですよね、いろんな方

が。だから、５歳児だけ上げていくっていうのはあまりよくないかな。 

 それから、居場所づくりって、基本的にこども食堂は毎日やってるわけじゃないですよね。 

○こども未来部次長 

 はい。 

○部会長 

 すると、毎日いるところは児童館とか、そこなんですよね。トピックとしてこども食堂を入れることはい

いんだろうかというのは疑問に思います。 
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○こども未来部次長 

 ありがとうございます。 

○部会長 

 すいません。今、委員が言われたことについてちょっと感じました。 

○事務局 

 今ほど言われたところは、計画の文言をつくるときにまた考えさせていただきたいと思いますんで、こ

ども食堂だけキーワードとして上げてるんですけれども、児童館とかいろんな将来的には公民館がこ

どもの居場所になったりする可能性もありますので、こちらも広く含めて考えていきたいと思いますの

で、文言をつくるときに参考にさせていただきたいと思っております。よろしくお願いします。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 何かご意見ございますか。 

○委員 

 今ほど委員のほうからございました子育て支援の中の５歳児健診ということで、まだ福井市が５歳

児健診を実施されていないということで１つ上がったのかなっていうふうに認識しているんですが、

2028年までに国としてやっていこうっていうお話の中でやはり大事だなと思っておりますので、きっと

やる方向なのでここに上がってきたのかなと思っているんですが、お母さん方から、今部会長のほう

からもありましたが、３歳児健診でも見つかるかと思うんですが、今３歳児健診から就学前健診、１年

生に上がる前の健診まで正式な健診はないので、５歳児ではしっかり実施していただいて、小学校に

上がるまでに保護者の安心につながるような、また本人の何か治療とか心構えとか、そういったもの

ができるように、５歳児健診は必要だなと思っているので、ぜひ実施をしていただく方向でお願いした

いなというふうに思います。 

 あと、今ございました子育て支援でくくるというのはすごく大事なキーワードかなと思うので、５歳児

健診に特化せずに、子育て支援の中の幾つかの項目の中でしっかり取り組んでいただきたいなとい

うふうに思いました。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 何かご意見ありますでしょうか。 

○委員 

 簡単な内容にはなるんですが、具体的な内容のところにキーワードみたいなものとして、一人一人

が主役にだとか、あと一人一人が活躍できる場をみたいな文言を入れたら、よりその取組の方向性、

今上げられているものにより通ずる内容になるのではないかなと個人的には思いました。 

○部会長 

 そのほかありますか。 

○委員 

 私の個人的な意見になるんですけども、目標の設定で前半部分、こどもの成長をみんなで応援しっ

ていう部分は理解できるんですけども、その後半のこどもの未来が輝くまちをつくるというのが、後半

出てくるほかの目標と比べてもちょっと抽象的なのかな。 

 それと、輝く未来っていう文言がたしかあるんですけども、このこどもの未来が輝くまちっていう表現

が果たして日本語として適切なのか、ちょっと何か違和感があったので、ご検討いただければなとい

うふうに思いました。 

 具体的内容の部分で、１つ目の社会全体という部分で、私自身、福井に来て７年目になるんですけ
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ども、それまでは北海道のほうにいまして、身寄りもない状況で来たわけなんですけども、その当時こ

どもはまだ３歳、４歳というところで、保育園も探さなきゃいけない、かといって知り合いも全くいないと

いうことで、私以上に妻が非常に苦労した記憶があります。 

 今後、Ｕターンであったり、移住してくる人っていうのを見据えるのであれば、社会全体と考えたとき

にそういったサポートをより充実していかないとなかなか厳しい部分があるのかなというのもあります

し、それと部門としては、くらしの地域活性化になるかもしれないですけども、やはりただでさえ隣人関

係だけでも希薄化している現状がある。そういった中で社会全体というのを展開していくには、かなり

厳密に事業をこのこども分野だけではなくてほかの部門とも連携しながらやっていかないと実現する

のは難しいのかなと思いますので、より広い視野また他分野と連携しながら、ぜひ政策のほうを立

案、実行していただければというふうに思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 あと、ご意見等ありませんか。 

○委員 

 ３つ目の現状、課題のところです。赤字の下から２行目です。 

 保護者がゆとりを持ってこどもに向き合えるための取組が必要と。これ本当にまさしく学校現場で

感じていることです。保護者の方々が非常にお忙しくて、当然、貧困である要保準用である生徒も児

童も非常に増えております。 

 それで、福井市の資料データのところを見ていただいて、例えば34ページに、今子育てに関する支

援というのは、場所であったり、金銭的なものであったり、男性は育児休業であるとか、本当にお休み

されてても給付がされるということで手厚くされているにもかかわらず、これだけこどもが生まれない

というそこの背景には、適齢期であられる男性、女性が、先ほど各委員からありましたように未来に展

望を持てないというところ、それから経済状況がなかなか先が見越せない、賃金が上がらないという

経済状況も当然ありますし、福井県におけるこの34ページの資料がとても反映してるなと。 

 つまり、共生、協働でご夫婦の家事とか育児、労働時間に関して、福井県における夫の家事、育児

時間は24分から49分になっているが、妻に比べて非常に短いというそこのこういう状況を今の児

童・生徒は見て暮らしているわけです。いかに母親たちが忙しく日々過ごしてるかということ、そこを見

ている中で、本当にゆとりがなく、毎日学校に来ていると。お父さん、お母さんは何となく忙しい、特に

母親は忙しいというのを目撃しております。 

 こどもの視点で、この政策14のキーワードなんですけれども、行き詰まっている保護者、これがたく

さんいることは確実なので、保護者たちがゆとりを持てるような社会、まずは長時間労働であるとか、

低賃金であるとかっていうその辺をほかの部会、まちづくり、それから就労であるとか、そこらのところ

と連携して、福井が変えていかないといけないなというふうに感じております。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 何かそういうことを含めて、今までのご意見もいろいろ出ました。何かそれにプラスするとか、こうで

ないかとか、いろいろ言っていただければと思います。 

○委員 

 私も先ほどの委員とちょっと同じ意見ではあるんですが、私、仕事柄20代の夫婦をたくさん見てき

ているんですけれど、今20代の夫婦はそこまで、多少なりとも家事に関しての差はあるものの、ここま

でないのではないかなと思っておりまして、世代別の状況とかも見せていくと、もしかしたらいいのか

なと思ったりもしています。先ほど、別の委員も話していただいていたんですけど、やっぱりネガティブ
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な情報がすごく多くて、大学まで行くのにお金がかかるとか、自分もそうやってお金をかけて育てても

らって苦労している親を見てっていうのがあって、こどもをたくさん持つことに不安を持っている20代

の子はすごく多いと感じておりますので、何かもうちょっとポジティブな情報が欲しいなとは思います。 

 また、私、未婚でこどもを産んでおりまして、またこの後の話になっちゃうのかなとは思うんですけれ

ど、福井で過ごしている中でどうしてもネックになってくるのが送迎というものが結構ネックで、こども

を何かに通わせたいんですけれども、やっぱり一人で育てていると送迎がどうしてもできないという。

近くのお母さんとかに頼むのもやっぱり関係性的に難しいとかっていういろいろな実体験がありまし

て、私は独り親も増えているのではないかなと思いますし、そういうところで保護者の支援っていうの

も併せて必要じゃないかなと感じます。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 そのほかいいでしょうか。僕の意見ばっかり出すと悪いなと思っているんですけど。 

 ここに出ているのはゼロ歳児から大体二十歳までですか、30までですか、こどもっていう考え方。 

○こども未来部次長 

 今のご質問ですけど、先ほどちょっと申し上げました、昨年度末策定しましたこども未来計画におき

ましては、幅広くこども、乳幼児、それから若者までも含んでおりますので、その支援が必要な方の年

齢でいうと、部会長がおっしゃったような年齢のところまではいかれる方もいらっしゃるかなということ

で、具体的な年齢自体は定義は未来計画の中ではしておりませんので、九次総合計画においても同

じような考え方でいかせていただきたいなと考えております。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 ずっといろんなことを見てますと、高校生、大学生は今ものすごくいろんなところでまちづくりの中に

入ってきているんですね。というのは、状況によってはこどもだと言いながら、やっぱり自分たちで何か

つくりたいと。昔は青年団があったときに、自分たちの企画を立てて、いろんなことでまちづくりを含め

てやってきたんですが、もう青年団っていうのはなくなってきてしまって、そういう若者たちが働くという

か、そういう活動する場所ってなくなってきているんです。 

 児童館の問題もあるんですが、そこの職員の配置が少ないっていうことがあって、なかなかやりたい

こともできないんじゃないかなと思うんですが、冬休みとか夏休みになったら、それを中学生、高校生

の方が、大学も含めて何かリーダー的になってこどもたちと遊んでくれるとか、何かそういう仕組みを

つくれないかなって思うんです。 

 これは東京都の杉並区がやっているんですが、杉並区はみんな児童センターというのをつくってい

るんですよ。福井市は児童館をつくっていて、これにプラス体育館がつくと児童センターになるんです

よ。そこへ高校生が中心になっているみたいですが、高校生、大学生を含めてリーダーが来て、こども

たちと一緒になって冬休みなどに来て遊んでいます。その事をきっかけにして人間関係ができるので

す。だから、そういう場所をどう確保するかです。 

 ただ自分たちが当てられるんじゃなくて、自分たちが積極的にそういう町へ出るっていうような、そう

いう働きかけができるっていうような場所もつくっていただけると、良いのではないでしょうか。テレビ

などで報道されていますが、環境問題に高校生や大学生が中心に市民を巻き込んでやっています

し、鯖江市では、高校生や大学生が行政に対していろいろなアイディアを提案していますので、高校

生や大学生を中心に活動する事業などが考えられないかなと思い、意見を出させていただきました。 

○委員 

 付け加えていいですか。 
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○部会長 

 はい、どうぞ。 

○委員 

 ありがとうございます。 

 この14、15、16全てにおいて、私は多分共通して言えることかなと思っていて、部会長が言ったよう

に、こどもに対してのサポートとか支援って勝手に大人がこどもの最善の利益を考えてしまっていて、

ほぼ大人の勝手なこどものイメージでやってしまっているところがあるんですけど、私も部会長の話を

聞いていると、実際ＮＰＯセンターでは木田児童クラブというクラブの運営をサポートしているんです

けれども、実際こどもたちを見ると、やっぱりこんなことを言うと差別しているとかそういう言い方にな

ってしまうんですけど、正直若い職員に寄ってきます。若い大学生たちがボランティアで来たりとか、若

い学生さんがアルバイトで来てるとなってくるとこどもたちは分かりやすく若い子たちに寄っていくとい

うか。 

 というのも、別にほかの方たちがどうだっていうわけではなく、その年代その年代のやれる支援って

いうのが多分あるんだと私は思っていて、近しい子だからできることがあると思うと、私は部会長が言

ったみたいに、中学生、高校生ももちろん支援される側なんですけど、さらに違う別の子たちを支援す

る何か役割があってもいいんじゃないかなって私もすごく感じます。それこそこども参画かなと思って

いますし、こどもだからこそ聞ける意見とか、こども同士だからこそ話せる意見ってすごくやっぱりあっ

て、私も年齢を重ねていって、自分が学生のときに出会ってこどもの話を聞けた内容とやっぱ自分が

今聞ける内容は全く違いますし。だからこそ中学生、高校生、大学生、何なら今言ったみたいに若者に

なっていく段階で、自分の数年前だった子たちと触れ合うことって、よりこどもの身近な成長を感じた

りとかこどもを育てていくっていうことを実感できる場でもあると思うので、何なら仕組みとして本当に

つくってしまうのも一つの方法じゃないかなっていうのはすごく感じます。 

 なので、先ほどいろんな意見があるかなと思いまして、政策階層のところの具体的内容のところに、

こどもの意見を聞きよりも、先にこどもの視点に立ちっていうところがあるとっておっしゃっていただい

た部分もあるんですけど、何かこどもが参画すれば自然とこどもの視点が見えてきて、こどもの声が

聞けるのではないかなって思うので、ある意味一石二鳥かなって思いますので、こども参画は私はど

ちらかというとキーワードとしてあるといいのじゃないかなっていうふうに思っています。付け加えて、あ

りがとうございます。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 何かそういうことを含めてご意見いかがでしょうか。 

 公民館にそういう若者とかこどもたちが主催するようなものはつくれるんでしょうか。 

○委員 

 皆さんがおっしゃっているような動き、例えば高校生なり中学生なりが地域に入っていってこどもたち

と遊んだり、何か大きな活動したりとか、そういうような動きは福井市内でも結構見られています。うち

の公民館なんかでも、田舎の公民館ですけども、近くに高校もあるので、その高校の生徒たちがふだ

んの授業の一環として児童館へ行ってこどもと遊ぶとか、そういった動きはもう始めています。 

 それで、今、各公民館でいろんな活動、中学校のいわゆる部活動の地域移行に伴って、後で話に出

そうかなと思ったんですけども、地域でこどもたちの面倒を見る仕掛け、こういうような動きは今結構

出てきているので、大体５年のスパンぐらいを見てると結構各公民館がある各地区でそういう動きが

結構見られてくるんではないかなということを思っています。 

○部会長 
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 ありがとうございます。 

 何かそのほか、どうぞ。 

○委員 

 今の小・中高大とかって縦のつながりをこどもたちの中でつくっていくという仕組みに対して、非常

に私も効果的だなと思っております。後ほど出てきます地域展開、地域移行っていう言葉より地域展

開というふうになっておりますが、来年度からその改革の前期に入ります。福井市も、令和８年度から

は部活動、休日はなしですということが去年ドリーム通信で周知されているとおりでございます。そう

なったときに、今福井市のドリーム通信で公開されているとおり、いろんな受皿というところが、例えば

公民館でこういう講座で中学生を募集してるというところが相当あります。 

 それから、今言われた児童館。児童館は、たしか18歳まではこどもたちは別に予約とかせずに一緒

に過ごすことができるというところでございますので、これからはもっとそういうところを発信していき、

小学校、中学校、高等学校までは地域で交わりながら、こどもが、生徒・児童が自分にとって必要な

場面、この日に行くとこういう人と会える、こういうお兄ちゃんに会える、この日に行くと、こういう小っち

ゃい子と交われることができるとかっていうそういう経験値を詰ませる。家庭だけではなく、それこそ社

会でこどもを育てるということになるので、そこを経済が発展していく中で少子化というのは避けられ

ないというのが先進国での事例であるということをニュースで見聞きしますと、これからは人が少なく

なるところでの取り合いというか、その中で町がどのように発展していくかという視点で考えるべきこ

となので、こどもの教育を考える視点でいうと、縦の年齢が違う集団でいかに効果的にやっていくの

かっていう視点をこのキーワードの中に入れていただくといいのかなっていうのは、各委員たちのご意

見を伺って思いました。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 次の政策も聞かないといけないものですから、一応、政策14のまとめ、「こども・子育てに関する政

策」っていうことで。 

 いかがでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 それでは、15のとこへ移らせてもらいます。 

 

（２）政策15「学校教育に関する政策」について 

○部会長 

 事務局のほうで15について説明をお願いします。 

○事務局 

 それでは、政策15「学校教育に関する政策」の説明をさせていただきます。 

 資料６－４、３ページをお願いいたします。 

 まずは、現状、課題についてご説明いたします。 

 少子・高齢化の進行など、こどもたちを取り巻く環境が急速に変化する中、個性と能力を発揮して

力強く生きていくための教育が求められています。本市では、グローバル人材の育成、情報教育や情

報モラルの啓発、キャリア教育を推進しています。 

 また、不登校やいじめなどの問題、多様なこどもたちへの対応など、こどもたちや保護者が抱える

様々な問題に対応するため支援しております。 

 今後、部活動については、学校単位での継続は困難な状況であり、その在り方について検討してい

く必要があります。 
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 また、学校が地域の活動に果たす役割を踏まえた対応が求められています。 

 次に、参考資料３、現状データ資料をご覧ください。 

 84ページ、85ページをお願いいたします。 

 学力全国順位、体力の全国順位でございます。 

 このデータは、都道府県における児童・生徒の学力及び体力の全国順位の推移を示したものでご

ざいます。福井県は、学力及び体力ともに、いずれも全国トップクラスを維持している状況となってお

ります。 

 86ページ、英語力をご覧ください。 

 福井県の中学３年生の英語力の推移を表しており、全国平均を大きく上回り、都道府県別で７回連

続で１位に輝いております。 

 資料６－４に戻りまして、４ページをお願いいたします。 

 原案の政策階層についてご説明いたします。 

 次期総合計画の「学校教育に関する政策」では、健やかで自立心を持って未来を切り開くこどもを

育む町をつくることを目標とします。 

 具体的な内容については、家庭や地域をはじめ、企業や団体と連携し、質の高い学校教育や体験

学習を行い、心身ともに健康なこどもを育てます。また、安全で充実した学習活動が行えるよう学校

環境を整備いたします。 

 次に、審議する際の参考として設定したキーワードについてご説明いたします。 

 １つ目のキーワードは、部活動の地域移行です。 

 少子化の進展などにより、従前と同様の学校単位での体制での運営は困難なため、令和７年度末

をめどとして休日の学校部活動を廃止いたします。廃止後の状況を踏まえた上で、学校や地域など

と連携し、平日の部活動の在り方について検討する必要がございます。 

 ２つ目のキーワードは、不登校やいじめなどに対する支援体制の充実です。 

 全ての児童・生徒が安心して学びを深めていけるよう、こどもたちや保護者の抱える様々な課題に

対応できる支援体制の充実に取り組む必要がございます。 

 ３つ目のキーワードは、教員の働き方改革です。 

 教員の長時間労働を改善し、教員一人一人の心身の健康保持と、誇りややりがいを持って職務に

従事できる環境を整備するため、デジタル技術などを活用した学校における働き方改革を推進する

必要がございます。 

 委員の皆様には、キーワードを参考に協議していただきます。ご意見よろしくお願いいたします。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 何か今の部分の説明を含めてありましたら、何かご質問等ありますでしょうか。 

○副部会長 

 不登校の話もあるんですが、実は部活動地域移行に関して結構やっぱり切実な話があります。 

 僕は今年、会長になって、今４月ぐらいからなので６か月もたってないんだけど、その中でもかなり各

地区から部活動地域移行に関する質問というか問合せというか、これどうしたらいいのっていうところ

を僕っていうかＰＴＡのほうに来るという事態なので、本当に切実な話なんです。 

 一番多いのが、さっき委員も言われたとおり、送迎の問題が一番多いです。部活動って今まで学校

でやっていて、学校でやるということのある意味安全性というところもあって、こどもが安心して過ごせ

る場所であったんだけど、それがクラブ活動になりますよと。そしたら、送迎の部分っていうところをま

ず親はどうするのかっていうこと。 
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 あとは、お月謝を払うような形になっていくと思うんで、福井市さんのほうでもアンケートを取ったみ

たいなんだけど、そこら辺のお月謝の補助っていうところとか、そういうところがあるので、送迎に関し

ては本当にこれ切実な問題かなと思うので、ご検討をぜひしていただきたいなっていうところが本当

に、今も検討していただいていると思うんですけど、より検討していただきたいなっていうことがありま

す。 

 あともう一つは、今、発信の問題ですが、さっき公民館のほうでいろいろこういう活動をされています

よっていうのは分かっていますし、僕たちも親のほうも分かってはいるんだけど、具体的にどういうのが

あるかっていうところまで親は分かっていなくて、これはどういうふうな形で保護者に伝えるのが一番

伝わるのかというのはあるのかなと思うんです。 

 市の職員の方は一生懸命学校を回っていただいて説明していただいているのはよく分かるし、本当

にありがたい動きをされているんだけども、実際のところ保護者は分かってない方がやっぱり多くて。 

 実は先日、足羽第一中方面に行かせてもらって、話を聞きに行ったんですけど、学校の先生にもお

話ししてもらって、学校の先生のほうも実は分かってない方も何人かいらっしゃるという状態なので。

今、部活動地域移行に関しては、分かっている人と分かっていない人の温度差がかなりあるので、ぜ

ひここの溝を何とかして埋めたいなっていうのがあります。 

 あとは、不登校に関しては、本当にこれはすごく僕たちも重要に考えていて、常に不登校の話はいろ

んなところから上がってきますし、実際にＰＴＡの会長されている方とも自分のこどもが不登校なんで

すっていって直接お話しさせてもらって、福井市のほうでも本当に言われています。なので、なかなか

結構ナイーブというかセンシティブな話で、公開できない数字もあるのかなと僕も活動を今年やって

みて思ってはいるんだけど、実際困っている方は本当に多くて、どういう形がいいのかっていうのは喫

緊の課題だと思うので、ぜひこの辺詳しくお話しできるといいのかなと思っています。 

○部会長 

 ほか、いかがですか。 

○委員 

 学校というものそもそもが、私は今と昔と別に何も変わらないと思っているんですけど、一番何が変

わらないかっていうと、小学校に入った途端１日のほぼ半分以上をそこで過ごすということだと私はす

ごく思っていて、もちろん保育園とか幼稚園とか、そういう初等教育とかに関わる子もいるとは思うん

ですけど、圧倒的に何かを学びに行くために通うみたいなところが、一日中そこにいるっていう状況

がつくられるっていうこの学校という場だと思っていて、部活も今いろんなご意見もあるとは思うんで

すけど、私はそもそも、その部活動をこどもがちゃんと選択しているのかなっていうのが実は結構気が

かりで、本当にやりたいことをやれているのかとか、あとその選択をする段階にちゃんとこどもが参画

してるのかっていうのがすごく私は実は気になっています。 

 というのも、私自身が中学校に入ったら部活動に入るのが絶対だという時代だったので、むしろ帰

宅部はない時代だったので、何かしらに入らなければいけないっていう時代だったので、何かその所

属をするっていうときにも中から選ばなきゃいけない。でも、そういうときも、そういう時代じゃないんだ

よっていう意味合いの部活動地域移行なんじゃないかなっていうふうに私は思っていて、学校の先生

方の負担ももちろんすごく多いと思いますし、部活動をするっていうこと自体が。なので、これこそ今こ

のニューノーマルに切り替わったタイミングで、こどもが放課後、学校ではない活動を何をするのかと

かというところをもう根本的に話し合わないと、この部活動の地域移行は多分解決しないんじゃない

かなと思っています。 

 というのも、もしかしたら保護者さんも、こどもが行きたいって言ったら行っちゃいませんか。多分送迎

もつらい中でも行っちゃうんだと思うんですけど、本当に本人のやる気があったりとか、ここに行きた
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いっていう気持ちがあったりすると頑張ろうと思う気持ちと、負担はあるので支援はもちろん必要だと

思いますし、そういう点も含めて、今おっしゃってたような部活動そのものもとか、地域に何があるのか

っていう情報をこどもがゲットできないっていうこの状況が非常に私は何かおかしいなっていうふうに

実は思っています。 

 これだけＩＴとかいろんな情報の入手ができる世の中なのに、基本部活の地域移行の情報は親発

信になっちゃうので、何かそこが本当はもっとこどもが自分で取得できて、こどもがこうやって移動す

るんだって理解して、それをお母さん連れてってくださいとか、お父さん連れてってとか、おばあちゃん

連れてってとか、どうやっていったらいいか自分で考えて公共交通機関が使えるようになるとか、何か

いろんな方法ってもしかしたらあるんじゃないかなと思ったりするので、移動も含めたそもそもの選択

権をこどもにも渡してあげると、いろんな意味で負担もなくなるんじゃないかなっていう意味で、ここも

こども参画がすごくキーワードになるんじゃないかなって思っています。 

 あと、不登校なんですけれども、そもそも私、最近中学生、高校生とよくしゃべることがあって一番す

ごくびっくりしたことが、学習は別に嫌いじゃないんだけど、何かみんなが意欲が湧かないのは自分

でもよく分からないんだっていう話合いを繰り広げていくと３つ出てきたんです、実は。単純に難しいら

しいんです。こどもにとってはすごく学習が難しいって中学生が言ってました。２番目が楽しくないって

いうのと、３番目が学習をするのは何でしなきゃいけないのかがそもそも分からないから意欲が湧か

ないっていうふうに聞いたので、何かやっぱりそういうところが学校に行く楽しみの中に、楽しさはいろ

んなツールっていうか自分の視点はあると思うんですけれども、単純に学ぶっていうことの楽しさみた

いなのって一番先生方が伝えてくれる人なんじゃないかなっていうのをすごく思っていて。 

 なので、私はすいません、ちょっと批評するかもしれないです。この現状データに全て順位がついて

いるのが、もうそもそもなかなか難しいところで、先生方もこれに苦しんでるんじゃないかなっていうの

を私はちょっと外見で感じてしまっています。高い数値を取ってしまったがゆえの維持しなきゃいけな

さみたいなのがあるので、学力とか体力とか英語力だけでははかれないこどもの育ちっていうものに

もうちょっと目を向けるのも大事な学校教育なのかなっていうふうに私は感じています。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 このことを含めて何かご意見等ありますでしょうか。 

○委員 

 今ほどの部活動の地域移行のことで、今、完全移行に向けて皆さん本当に頑張られて、学校も保護

者もこどもたちも行政も頑張られているんだなというのを実感しています。先ほど委員からもあったん

ですが、小・中学校から18歳、大学生ぐらいまで地域で世代を超えて交流していける公民館などの

いろんな行事とかも含めて地域移行に取り込んでいったらいいんじゃないか、というような話があった

かなと思うんですが、それは本当にぜひやっていただきたいなっていうふうに先ほど実感をしたんで

す。 

 そういった本当にいろんな情報が保護者やこどもたち本人にあまり届いてないのかなっていうふう

に感じるんです。ドリーム通信とかで発信はされているんだと思うんですけど、親もすごく忙しいので、

なかなか取り込んで、自分事としてしっかりそれを相談していけないっていうのが実態なのかなってい

うふうに感じるので。 

 学校のほうからも、こどもたちに１人１台のタブレットとか持たせていると思うので、この校区にはこの

公民館があって、こういった講座があるよとか、こういったものに参加できるかもしれないよとかいうの

を提供してあげるといいのではないかなと思ったんですが、こういったことは可能なのかどうなのかお

聞きしてみたいなって、学校側とか公民館側とか。その校区の中に公民館が１つあるので、そういった
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ことが実現できないのかなっていうふうに単純に思ったんですが、どうなんでしょうか。 

○部会長 

 公民館のことなんで、委員いかがですか。 

○委員 

 公民館が中学生や小学生の居場所としてのいわゆる役割あるいは機能、そういうようなものに使う

ということなんですけれども、緩やかな形でそれは今進んでいるので。実際こどもたちが放課後、児

童館からあふれるこどもたちが公民館に集まってわいわいと遊んでたり、ちょっと宿題やったりとか、

そういうことをやっている公民館もございますし、あとは公民館へ来ているこどもたち、中学生が勉強

するようなスペース、空いてる部屋を貸して、中学生が夏休みなんかに勉強しているっていうようなそ

ういう事例もたくさんあります。今、これさっき言ったように端境期なんで、あとまた３年、５年すればそ

ういった動きが具体的にもっとなっていくのではないかな、と公民館にいて思っています。 

○委員 

 もう一つは、そういったことを学校側からもこどもたちとか保護者に発信がしていけないのかなって

いう。 

○教育委員会事務局教育次長 

 部活動地域移行につきましては、現在協議会及び運動、文化の部会を開きまして、いろいろと協議

させていただいております。先ほど委員がおっしゃってた送迎の問題につきましては、また部会等々で

協議させていただきたいというふうに思っております。 

 また、情報につきましては、今年度６月から７月にかけまして、保護者の方を対象に27回説明会が

行われております。先ほどから出ておりますドリーム通信のほうでも情報発信をさせていただいており

ます。また、こどもの目線での情報ということで、その点につきましてはまた検討させてください。どうし

ても今やってるのは、保護者の方とか、教員の方とか、活動の団体とか市民の方への周知のほうをま

ず先にさせていただいておりますので、こども目線のほうはまたちょっと考えさせていただきたいという

ふうに思っております。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 何かその辺のことについてありますか。 

○委員 

 付け加えて言っていいですか。 

 地域の公民館の運営審議会とかに、地域の校区の中学校とか小学校の校長先生も入っておられ

るかと思うので、そういったところで何か発信して、しっかり届ける。公民館とかでやれることとかを届

けてもらう。学校に言ってもらうっていうことはどうなんでしょうか。 

○教育委員会事務局生涯学習課長 

 情報発信につきまして、公民館も含めて地域の各種団体、いろんな団体が今受入れしてますよって

いうことについては、市のホームページで公開しております。各公民館あるいは市を４つのブロックに

分けまして、ブロックごとにこういったことをやっています。あるいは、文化活動、それからスポーツ活動

それぞれまたジャンル分けしてお示ししているものもございます。そういったものを紹介していることを、

先ほど申し上げました各地区での説明会、あるいはドリーム通信のほうで周知をしているところでご

ざいます。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 はい、委員どうぞ。 
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○副部会長 

 ちょっと違う視点で申し訳ないんですけど、さっき学校規模適正化の話がありまして、今、九頭竜中

学校とか、あとは美山もあります。今、検討段階に文殊のほうとかもあるだろうし、国見のほうもあると

思うんです。いろんなところに今話があるんだけど、今、美山の方からの話があって、実はあまり情報

がないままに進んでしまっているっていうのをＰＴＡの方から聞いてる。それは、多分、市のほうからちゃ

んと説明会を開いてくれてやっていると思うんですけど、学校を再編するっていう中で、保護者やＰＴＡ

に早く伝わるような仕組みというか、むしろ検討段階でＰＴＡの方に入っていただくとか、そういう形を

取っていただけるとすごくありがたいなっていうところが今ＰＴＡの中で話があります。 

 どういうふうな動きでこういうふうに決まったのかという、ＰＴＡの人たちの感覚からすると、もう決まっ

ちゃっていることが下りてきているような状況というような感覚らしいので、できれば検討の段階、どう

いうふうに検討してきたのかっていう、そこの話合いをＰＴＡとして入れるんであればそれもお願いした

いということなので、そこら辺のどういうふうに再編されるのかっていうものを一緒に考えられたらいい

かなと思うので。自治会連合会とかは多分よく絡んでるかなと思うんですけども、そこら辺をうまいこ

と組んでいただけるとありがたいなと思います。 

○委員 

 キーワードで考えたら部活動の地域移行っていうのは、これはやはり地域移行するのは実態として、

国の施策としてもう出ているので、これは変えようがない。むしろ我々がここでキーワードについて唱

えるならば、スポーツや文化活動の環境整備とか支援、こういったことをキーワードに上げたほうがい

いんじゃないかなと思っています。 

 それから、教員の働き方改革って、これも条件であって目的じゃないんですよね。だから、ここはやは

り福井市独自のビジョンが欲しいので、新たな学校づくりみたいなそういった視点を入れるべきじゃな

いかなと思っています。何を学校が重視して学校をつくっていくのかとか、さっきの意見にあったよう

に、こどもの育ちに目を向けるならば、どういうこどもを育てていくのかみたいな、そういったビジョンが

必要じゃないかなと思っています。 

 それから、福井市の場合、学校再編は必ずしも進んでいません。森田だとか美山はちょっと今動いて

いますけども、それ以外のところは全く動いていないんで、３年、４年止まったままなんです。そういった

動きをこの中に入れて、こどもの育ちが伸びるような学校環境をどうつくるかという、そういうような視

点から新しい学校づくりっていうビジョンなんかをつくっていくべきではないかなと思うんで、これもこ

こへ反映していただきたいなと思います。 

 岡山の総社市なんかは、市独自で新たな学校づくりのビジョンというのを去年から考えて、実際そう

いう動きを市全体でやっています。 

 それから、支援体制の充実、不登校が福井県内で令和６年度1,657人、非常に増えているんです。

全国的にはウン十万人っていう世界です。今、スクールカウンセラーの配置とか、フリースクールのい

わゆる認定とか、それからホームエデュケーションなんていうことを文科省も施策でもどんどんやって

いまして、学校復帰だけではなく社会的な自立を目指すような視点を入れているんです。だから、そう

いったことをやっていかないと、不登校をなくしましょうみたいな狭いレベルでの支援活動をやっても

全然意味がないっていうことを思うので、そういった大胆な施策へ入れていくときではないかなと思っ

ています。 

 それから、不登校だけでなくして、いじめも結構増えているっていうのはこの間の新聞にも載ってまし

たけれども、これも全然なくなっていません。不登校とかいじめが生まれる環境っていうのは、やはりこ

れは学校の問題だ、家庭の問題だ、社会の問題だっていう形でみんな責任をなすりつけて、最悪の場

合には本人自身の問題だっていってしまっているところあるんですけども、やっぱり今の世の中ってい
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うのは人と人とが関わり合って生きているんだっていうような価値観、そういったものの認知度が非常

に乏しくなっている社会なんです。 

 この間、某大学の学生としゃべっていたら、人との関わりなんてなぜ必要なんやと、俺は人と関わり

がなくても十分やっていけるって豪語したんで、大分そこで激論になったんですけども、そういう人と

人と関わるのが当たり前だよっていう認知力を鍛えるようなことをやっていかないと、いつまでたった

って不登校とかいじめはなくならないと僕は思ってます。 

 どういうことが必要なのかっていうことで、１つには道徳心をきちんと身につけるようなことが必要で

はないかなと思っています。例えば、岡山市とか、あと山形県の鶴岡市なんかは、こどもの道徳心が

非常に薄くなっている危機感を持っていて、市全体で論語を取り入れています。そういうような動きが

出ています。 

 それから、福井市にも立派な市民憲章、不死鳥のねがいがあるんですから、この５つの項目を何か

特化させて道徳の中へ入れて、それを普遍化させていくようなそういった施策も必要ではないかなと

思っています。 

 それから、もう一つ大事なのは読む力、国語力といいますか、これが今非常に低下しています。こども

たちが向き合っているメディア、テレビを含めてネットやＳＮＳ、みんな含めて、非常に言葉が今きつい

っていうよりも本当すごいです。若者からＬＩＮＥが入ってくるとすごいですね。出てくる言葉がつながっ

ていないんです。それと、ゲーム環境が影響しているのか、言葉が今非常にすさんできているので、や

はり国語力をしっかり身につけるような教育も必要ではないかなと思っています。これは、ユーチュー

ブとかＳＮＳなどの言葉は本当に暴力的で薄っぺらいです。ここら辺もやはり我々が意識して、学校教

育の中にそういったことをきちんと取り入れていくような大胆な施策が必要じゃないかなと思っていま

す。 

 福井のこどもたちが福井のまちで育っていくっていうことで、健やかで自立心を持って未来を切り開

くこどもを育むというならば、そういった教育施策こそ今、最も市がしなければならないのかなと思って

いるんですけども、なかなか動きがないので。いじめ防止基本方針っていうのを去年出されていまし

たけども、全然効果ないのでないかなと思っています。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 委員、どうぞ。 

○委員 

 今ほどの委員が言っていることにちょっと近い部分もあるのかなと思うんですけれども、こども基本

法ができたときの一番大きな変わりがあったなと思ったのが、子どもの権利条約の精神にのっとりっ

ていうこの言葉が入ったっていうのはすごく大きくて、だけどこども自身が国連の子どもの権利条約を

全く知らないまま大人になっていくっていうのをすごく最近感じます。先ほど言った道徳心とかいろん

なことの根っこの部分って人権だと思っていて、こども自身が自分の権利を分かっていないっていうと

ころで、簡単に人の権利を侵害してしまっている。いつの間にか自分と同世代の子たちの権利を自分

が奪っているっているということが分かっていないっていうこともあるので、学校でこういう権利意識、

実際人権を教育してるっていうのは学習指導要領にある内容で知ってはいるんですけれども、そうい

うものではなく、本当に根本的にある権利条約をちょっと読み解くだけでもいいのかな、っていうのが

まず１つです。 

 あと、学校に学校の先生だけじゃなく今いろんな方たちが入ってくれていると思うんです。スクールカ

ウンセラーであったり、スクールソーシャルワーカーであったりとか、いろんな方がいるんですけれど

も、ここはやはり組織の中に入っている方なんです。私はすごく大事だなと思うのが、こどもにとって、
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斜めの関係というか、縦でも横でもなく斜めの関係。人と人として関われる、一人の人として関われる

関係性の人が学校という場にいるとまた違ってくるんじゃないかなっていうのを思っているので、何か

そういう人的資源をもうちょっと学校のほうに配置すると、先ほど言った３個目のキーワードの働き方

改革にもよりつながるんじゃないかなっていうふうには思っています。 

 もう一つ思ったのが、学校にも遊びが必要かなってちょっと思っています。学びと遊びって結構両輪

で、学ぶこと、知識を得ることはもちろん大事なんですけど、遊ぶ中で、幼児教育でいったら、触って口

の中に入れて、あ、これが土なんだとかっていう原始的なことってまず遊びから入ると思うので、そうい

う遊びがもうちょっと学校の中にあるといいなと思っているので、遊びの時間と学びの時間をバランス

よく取れるような学校教育があるといいなっていうふうに思いました。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 はい、委員どうぞ。 

○委員 

 現状、課題の２つ目、赤字のところのＩＣＴ教育のデジタル技術のコロナ禍以降、１人１台タブレットを

福井市のほうでも準備していただきまして、そこで教員たちはふだんの授業展開、授業デザインを、い

わゆる学習指導要領に即した主体的・対話的で深い学びを実践するための授業ということで、我々

ここにいる世代が授業を受けてきた中身とは全く違う授業を今展開しているところです。そこで、デジ

タルをいかに効果的に使うかということを一生懸命学び合い、授業公開をしながら毎日やっていま

す。 

 それから、キャリア教育、福井市がプログラムをしてくださっていて、主に中学校２年生で例えば職場

体験であるとか、１年生は仕事調べとか、３年生になったらほかのところに行ってとかっていう縦の系

統をきちんとつなげてキャリア教育の推進もしてます。 

 それから、県から昨年度から出てますポジティブ教育ですね。これは、今委員からありましたように、

私も学校教育の根幹となるのは人権教育、これに尽きると思っています。全て人権教育を、道徳を中

心とする授業だけではなくって、学校に入ったその瞬間から全ての教員、それから全ての職員、全ての

児童・生徒が人権意識を高められるような教育課程を展開していかないと、それは学校教育、義務

教育の責務だと思って、９教科がそれの玄関口ではありますけれども、人権教育を根本的にやる。 

 そして、言われているポジティブ教育というのがございます。そういうのを道徳であるとか年間カリキ

ュラムの中にプログラムが福井市のほうでも昨年度お示しされておりますので、そんなのをきちんと

年間指導計画に入れながら取り組んでいく。 

 それから、校区で一緒に相談をして、地区で取り組むとか、いろいろやり方はあるので、そこを展開し

ていくことがゆくゆくはいじめであるとか、いろんな多様なこどもたちがいます。性的マイノリティーの

お子さんもいらっしゃいますし、それからヤングケアラーとかいろんな貧困にも結局は関わってくると私

は思っております。それが政策階層の中の支援体制、この不登校だけでなく、県も今、校内サポートル

ームを展開して、各学校でいろんな形で支援がされて、それをきっかけに登校されているお子さんも

多くなっているというふうに聞いております。 

 つまり、人権と学校の教育にかける支援員の予算、やはり予算が少ない、教育にかける予算が。先

進国の中でも日本が最低ラインにあるという。そもそもそういうところにお金を投資しない限り、未来

を生きる児童・生徒に明るい未来は開かないなっていうふうに思っております。 

 それから、学校の中で教員は、勤務時間、７時間45分の中でこどもたちの授業を中心に展開してい

くわけで、部活動はもうはっきりと教育課程外のことです、というふうに言われています。ですから、先

ほど委員からありましたように、放課後の過ごし方については、もう保護者とお子さんがどのように自
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分が過ごすのかという物、事を中心に考える時代で、ドリーム通信も何回も何回もいろんな形で配信

がされているんだけれども、何も知らないという意見がいろんな会議でありました。今年度は保健給

食課にコーディネーターの方が増えました。総括がいて、４ブロックに分かれてコーディネーター４名、

合わせて５名で動いております。今年度は、各小学校の校区、いろんな形で説明会がされております。

学校のほうでも部活動の最終責任者は中学校の校長。その校長がその学校の総括になるので、ど

のように地域展開するのかというのは、各中学校の校長たちが今、非常に動いております。 

 ぜひ市にお願いしたいのは、今まで教員が全くの素人で、いわゆるマニュアルを見ながら、この競技

を今年持たされたから初めてこの種目のルールブックを見ながらやる、とかそういうのではなく、地域

にきちんとその技術、指導をできる人材がいるはずなので、その方々をぜひ発掘していただきたいな

と、そのように思っております。 

 教員の中には、指導者やりたいというパーセンテージは6.7％、７％を切ったというふうにコーディネ

ーターから聞いております。その教員たちにも、先日校長会のほうから説明の文書が出ておりますし、

その周知をするということもまた聞いております。ただ、教員たちは６％しか手を挙げておりませんの

で、全員のこどもたちはどこかに着地をする。また、部活動にそもそも参加しなくてもいい、それからゆ

っくり過ごしたいというパーセンテージも多くあったことは、私たちは衝撃でした。ゆっくり過ごしたい生

徒がこれだけいるんだなということで。 

 まずは、文科省が推進している教員の働き方の３分類の柱というのがございます。そこで教員がす

べきことと、そこにやはり注視できるような人材を、つまりお金を学校現場に下ろしていただきたい、そ

のように思っております。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 はい、委員どうぞ。 

○委員 

 私も今回２点ありまして、政策で掲げられている環境整備、それと教員の働き方改革の推進っていう

のは今後もちろん必要だと思っているんですけども、１つ懸念しているのが、教員の質の保証の部分

を危惧しています。現状、学校現場で働いている現場の先生方っていうのは、就職氷河期だったり、

高倍率の教員採用試験を通過して教員になられた方なんですけども、近年受験率の低下もありまし

て、そういう先輩教員の指導を受けてすぐ精神を病んでしまって、ドロップアウトしてしまう若手の先生

もいらっしゃいますし、この後、５年後、10年後、それが続くようであると、さらに教員の質っていうのが

下がっていってしまうのではないのかなと思います。 

 先ほどの政策のこどもを独りぼっちにしない居場所づくりもそうなんですけども、そういう環境をつく

るのも大事なんですが、その中で働く方たちの質っていうのも担保をされていないと、結局そこに行く

こどもたちがハッピーにならないような状況を生んでしまうので、もしかしたらこれは県教委がやるこ

となのかもしれないんですけども、教員の質保証に関する施策っていうのをぜひ検討していただけれ

ばなというふうに思います。 

 ２点目が、部活動の地域展開のことなんですけども、私もこちらのほうに大分深く関わらせていただ

いているわけなんですが、来年度より、休日から全面移行していくと。今出てくる課題が最低限になる

よう会議で検討しているわけなんですけども、それでもやはり実際運用された場合には様々な課題が

出てくるかと思いますので、まずはその出てきた課題に対する対応支援、今後多分予算が必要になっ

てくるかと思いますので、課題対応に対する支援をしていただきたい。 

 それと、今後６年間かけて、令和13年度に平日も全面移行すると。そうなると、今回の休日のみを対

象とした移行よりはかなりハードルが上がる、また今まで出てこなかった課題っていうのも多く顕在化
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してくるかと思いますので、これまでやってきた以上の実証事業っていうのは必要になってくるのかな

と思います。ぜひ平日の移行に関する検討が始まっていく際には、そちらに対するサポート、支援とい

うのもお願いできればなというふうに思います。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 今日、出てきた意見をまとめて、また次回を含めて検討したいと思いますので、次へ進めさせていた

だきます。 

 

（３）政策16「生涯学習・生涯スポーツに関する政策」について 

○部会長 

 それでは政策16をお願いいたします。 

 「生涯学習・生涯スポーツに関する政策」です。 

○事務局 

 それでは、政策16「生涯学習・生涯スポーツに関する政策」の説明をさせていただきます。 

 資料６－４、５ページをお願いいたします。 

 まずは、現状、課題についてご説明いたします。 

 地域の中核施設であり、災害時の活動拠点の役割を備えた公民館への期待が高まっております。

今後はさらに、若者など幅広い世代に対して、多様な学習の機会や気軽に集える場を提供していくと

ともに、地域コミュニティーの機能保持、活性化のための地域のコーディネーターとしての公民館運

営が求められています。 

 図書館は、令和６年に市立図書館をリニューアルオープンいたしました。今後は、デジタル技術を生

かしたサービスのＤＸ化など、誰もがより利用しやすい環境を整備する必要があります。生涯スポーツ

の充実に向けて、健康増進や生きがいにつながるスポーツの推進や、市民一人一人のライフステー

ジに応じた活動の場や活動機会の提供が必要となっております。 

 次に、参考資料３、現状データ資料をご覧ください。 

 88ページ、生涯学習をご覧ください。 

 上段が令和６年度の公民館における事業別参加人数を表しています。団体主体の事業が６割以上

を占めており、参加人数は約63万人でした。また、下段は、教育事業の目的別内訳です。地域の課

題解決に向けた事業が全体の半数以上を占めております。 

 89ページ、図書館をご覧ください。 

 令和５年度の図書館の利用状況です。市内には、移動図書館２館を含めまして、計７館の図書館施

設がございます。市立図書館は、令和６年５月にリニューアルオープンしましたが、５年度中はリニュ

ーアル工事のため、入館者数は減少いたしました。 

 90ページ、スポーツの状況をご覧ください。 

 上段は、市体育施設利用者数の推移を表しています。コロナ禍により減少した利用者数が徐々に

回復しています。下段は、令和６年度の市スポーツ少年団の種目別団体数及び団員数登録状況で

す。少子化やクラブチームの加入者数増加などの影響により、スポーツ少年団の団員数は減少して

おります。 

 次に、資料６－４に戻りまして、６ページをお願いいたします。 

 原案の政策階層についてご説明いたします。 

 次期総合計画の政策では、市民が生涯にわたり、学習やスポーツに親しめる町をつくることを目標

といたします。 
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 具体的な内容については、地域の人が気軽に集まることができる場の充実を図り、こどもから高齢

者まで誰もが学習やスポーツに取り組み、生きがいを持って暮らすことのできる環境を整備いたしま

す。また、特色を生かした図書館サービスの充実を図るとともに、利用者の利便性向上を図るため、

デジタル技術を活用した図書館サービスのＤＸ化などに取り組みます。 

 次に、審議する際の参考として設定したキーワードについてご説明いたします。 

 １つ目のキーワードは、公民館の利用促進です。 

 公民館において、幅広い世代に対して多様な学習機会や気軽に集える場を提供し、地域住民の交

流を促進します。また、部活動の地域移行などを見据え、若者が主体となった教育事業や自主グル

ープの受入れ体制を整え、地域活動や公民館行事に親しむことができるよう取り組む必要がありま

す。 

 ２つ目のキーワードは、電子書籍の導入などによる図書館サービスの充実です。 

 福井県立図書館は、県内の公立図書館で初めて今年度から電子書籍サービスを開始いたしまし

た。遠方に住んでいたり、忙しかったりして来館できない人でも、24時間いつでも本の閲覧が可能と

なりました。本市においても、デジタル技術を活用した図書の貸出しなどに取り組み、利用者の利便

性向上に取り組みます。 

 ３つ目のキーワードは、スポーツ環境の充実です。 

 市民が生涯にわたり、スポーツを通して心身ともに健康で活力ある生活が送れるようスポーツ環境

の充実を図ります。また、時代のニーズに応じたスポーツ施設の整備を進めます。 

 委員の皆様には、キーワードを参考に協議していただきます。ご意見よろしくお願いいたします。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 政策16「生涯学習・生涯スポーツに関する政策」。ご意見等出していただきたいんですが。 

○委員 

 あまり深い知識があるわけではないんですけれど、生涯学習という分野において、市民の団体とか

が気軽に借りれる場所っていうのが福井市内もすごくいっぱいで、すぐ埋まってしまって、勉強会なり

セミナーなり借りる場所が少ないというふうな意見をいろんなところから聞いておりまして。アオッサを

含め、いつもいっぱいで、周りの駐車場もいっぱいで、駅近くで何かあったときに来るってなると、１時

間前ぐらいから駐車場を探さないといけないっていう問題がすごく多くて、それだけ要望がきっとある

んじゃないかなと思うので。これは公民館の方に言っていいのか分かんないんですけど、例えば坂井

市さんだとコミセンがすごく充実してたりとか、鯖江市のほうでもすごいステージのあるようなちょっと

したホールがあったりとか、もう少し近隣でも一般の方が借りれるような場所っていうのを少し増やし

ていただけるといいのかなっていうふうには思いました。 

 あと、図書館に関しては、リニューアルしてから私は一度しか行ってないんですけれども、ほかの地

域で岐阜とか愛知とか、すごくすてきな図書館を拝見しまして、ここは図書館機能だけではなく、いろ

んな人が本当にいろんなことをする場所として開かれていて、市のサービス課みたいなところも一部

図書館の中で動いていたりとか、外国の話とか文化の話とかっていうところの課が入っていたりもし

ていて、すごく広かれた図書館だなっていうふうに思いました。もう市の図書館はリニューアルされて

しまったので今さら感があるんですけれども、図書館も図書のことだけではない、何か別のほかの附

帯的なサービスも含まれていると、とても身近に感じられるのではないかなと思います。 

○部会長 

 いかがでしょうか。 

 はい、委員どうぞ。 
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○委員 

 まず、目標なんですけれども、学習やスポーツに親しめる町っていうところにちょっと私は違和感を感

じています。これだけなのかなって。スポーツも学習だろうって思うし、文化芸術って福井市ってどんな

ふうに展開していくのか。書くなら、スポーツ・文化芸術。文科省もスポーツ庁、文化庁というところで、

文化芸術はどうなるのというところがございます。いかがですかね。 

 またそれで、図書館だけ出てきていますが、福井市として自然史博物館であるとか、ほかに市の建

物を拠点として、文化芸術の拠点ってどこだろうっていうところ。他市町とか考えると、福井県所在地

ですので、文化会館なくなった後の文化芸術の拠点の場所、ホールってどこだろうと。きっとこれが、

地域展開とも結局は絡んでくることだと思うんですけれども、そこをどのように市は考えているのかな

というふうに、まずは目標の文言にちょっと思っております。 

○部会長 

 はい、委員どうぞ。 

○委員 

 今、委員がおっしゃったように、私も、福井県子どもＮＰＯセンターは実はもともと子ども劇場という共

益団体というか、保護者がつくった、親がつくった、こどもに生の舞台を見せるための活動をしている

ような団体から始まったんですけれども、毎年、実は児童クラブのこどもたちを対象に劇を観賞する

会を夏休みに設けていて、今年も７月の末あたりに美山のほうの木ごころホールで２ステージ見させ

ていただいたんですけど。 

 本当に劇を見るのももちろんそうなんですけれども、実は私もこどもがバレエを習っていたりとかって

いうことも経験していたりするので、スポーツのデータを出したときに、スポーツ少年団もそうなんです

けど、ほかに文化に触れる習い事的なものって結構あって、私がこどもに通わせていた先生も文化会

館がなくなった途端、ステージとか見せる場ももちろんそうですし、練習する場も含めて、文化に触れ

る、文化芸術に触れるっていうことが本当に機会としてなくなってしまっているのがとても危惧してると

いうふうに聞いています。 

 なので、学習、スポーツっていうふうに固めてしまうと、何かこの２択みたいな感じになってしまうの

で、生涯学習って私も思うんですけど、気持ちが動いたりとか、体も動かし、心身を、さっき成長のとこ

ろが学校教育でも上がっていたように、こどもも大人も心も体も健康になるって結構大事だなって私

は思っているので、文化芸術は私もこの文言としてすごく入れてもらいたいなと思っています。 

 スポーツ環境に関しても、昔ながらのスポーツによくあるパターンなんですけど、指導者の方がなか

なか昭和感が抜けないまま、つらくてやめちゃうみたいなパターンとかもやっぱりあるんじゃないかな

って思っていて、すごく技術を高めることはいいことだと思うんですけれども、先ほどの政策14のとこ

ろにもあるような、こどもにとって、もしかして居場所になってるんじゃないかなとか思ったりとか、まし

てや大人の方もゲートボールをするけれども、むしろ居場所としての機能が成り立ってるんじゃないか

なとかっていうふうに思うと、技術を高めることとかスポーツの施設をより充実させることだけに特化

するんではなく、やはり人的資源的なところもちょっと見ていかないといけないのかなと思っています。 

 なので、生きがいとか、気持ちが動くような、何か生涯学習スポーツとか学習、文化芸術っていうとこ

ろになっていっていただけるといいかなと思っています。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 はい、委員どうぞ。 

○委員 

 文言ですけども、現状と課題のところの３行目です。郷土学習についてとありますけども、これらは、
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福井市は独自に福井学というネーミングをつくっているので、やはりこれは福井学っていう文言を入

れてほしいなと思ってます。 

 それから、政策階層のところ、先ほどおっしゃった学習じゃなく、これはやはり文化、スポーツに親しめ

るまちとしたほうが一般的に受けがいいんじゃないかなと思います。学習って何だとまた問われるよう

な気もするので、そういうところの文言をちょっと考慮していただきたいなと思います。 

 それから、具体的内容の２つ目、集まることができる場、暮らすことのできる環境と、何々することが

できると２つあるので、「生きがいを持って暮らせる環境を整備します」で十分じゃないかなと思って

います。 

 それから、図書館ですけども、図書館の特色を生かしたサービスの充実を図るとともに、デジタル技

術を活用した図書館サービスのＤＸ化などに取り組みます、としたほうが、「利用者の」といったら何

か上から目線なので、この言葉は消したほうがいいと思っています。 

 それから、先ほど委員の質問から出た公民館の利用、これ今公民館はどうしても、教育事業や、自

主グループの活動、こういったものをメインにやってるんですけども、空きがあれば有料で貸してます。

これはどこの館もやっていますので、電話で尋ねていただいて、まちなかはどうしても埋まってますけど

周辺部は結構空きがあるし、駐車場も完備されているので。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 委員は、何かご意見ありますかね。 

○委員 

 キーワードにある公民館の利用促進みたいなところで、１つちょっと気になったところがありまして、

多分小学生とか学生に対してだと、そういうイベント事とかって学校で配布されるビラとかでお伝えし

ていると思うんですけど、そういうビラとかって、まずその学生に対してちゃんとその情報が届いている

のか。私の昔の過去を思い出したときとかに、周りを見たときにあまりそういったビラとかをしっかり見

ていないっていう印象があって、そこに対して今現状、何か対策とか行っている取組とかっていうのが

もしありましたら、教えていただけると幸いです。 

○部会長 

 いかがでしょうか、事務局の方。 

○教育委員会事務局生涯学習課長 

 学校の生徒さんに対しての公民館事業の周知ということで、それぞれの館でいろんな事業をやって

おります。その事業の中で、その対象となる小学生、中学生、高校生とかその他若者、いろんな対象の

事業をやってる中で、その対象に合わせて周知をしているわけなんですが、学校であれば学校を通じ

た周知、ビラを配っているケースがあるかどうかは今申し上げられませんが、学校を通じての周知、あ

るいは公民館の毎月発行しているような公民館だよりで掲載をして、各家庭に回覧していただいてい

るようなものもあります。当然ホームページなどでもお知らせをしているところですが、十分に各対象

の方に行き渡っていない部分があるかもしれませんので、そういったところをまた工夫して対応してき

たいと思っております。 

○委員 

 スポーツに関することで幾つかお話しさせていただければと思うんですけども、まずここに掲げられ

ているスポーツ環境の充実っていうのはもちろん大事だと思うんですけども、それだけと今スポーツを

やっている人たちの利便性が向上するのみであって、やはり課題となるのは今スポーツをやってない

人にいかに参加してもらうかとっていう部分になるかと思うんです。かといってそういったスポーツをや

ってない人にスポーツをしましょうと言っても、なかなか重い腰は上がらないと思うので、スポーツに関
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する入り口っていうのをもう少し広げるような取組っていうのを検討していただければなというふうに

思います。 

 先日、全体会で委員のブローウィンズに対する熱い思いをすごい覚えてるんですけども、今現在、北

陸の中で福井県はプロスポーツチームはブローウィンズしかないと。富山、石川はサッカー、卓球、バ

スケもそうなんですけども、ほかのプロスポーツがある中、福井がそれだけと。そうなると、今であれば

ブローウィンズを核にやっていくしかないのかなと。 

 そういった中で、今アリーナ構想についてもかなり反対意見、かなり風向きが強いわけなんですけど

も、バスケットボールであったり、コンサートに興味がない人からすると、なぜそんな施設を造るんだ、

税金を投入するんだという部分でなかなか理解は得づらいだろうと。そうなったときに、今から計画変

更って非常に無理かと思うんですけども、先日、新たにその周辺を開発していくという話も出てきまし

たし、やはりアリーナだけではなくて、それに関心がない人にもメリットがあるような周辺の環境づくり、

例えば北海道でいうエスコンフィールドであったり、長崎のサッカーのスタジアムもそうですし、そうい

った興味がない人もメリットを得られたり、逆に行ってみようかなっていう機運を高めていくことで、新

たに「する」につなげていくことも可能になるのかなというふうに思ってます。なので、個人的意見にな

ってしまうんですけども、何とかアリーナは実現していただきたいなというふうに思っております。 

 それと、先ほどプロスポーツチームが少ないという話もしたんですが、何かほかのプロスポーツチー

ムを誘致することはできないか。なかなか難しい話ではあると思うんですけども、同じアリーナを共有

するのであれば、バレーボールチームでも、今バレー人気もありますし、野球はこれから新規球団を拡

大していくという流れの話も出ていますけども、野球ってやっぱり大手企業がないと難しい話になって

くると思うんですけども、そういった大企業誘致と併せて何かプロスポーツチームを誘致することはで

きないか。 

 また、先日の陸上のナイトゲームズでも非常に好記録を連発して、その現場を目撃したこどもたちっ

て非常にテンション上がったと思うんですね。やっぱりこどももそうですし、大人も本物を見ることって

非常に大事になってくるのかなと。桜マラソンも成功してますし、ぜひこどもたち、また福井市民が本

物を、一流のプレーを見ることができる環境を定期的に提供していただきたいなというふうに考えて

おります。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 事務局、どうぞ。 

○事務局 

 文化芸術等につきまして、委員はじめご意見いただいたことに関してでございますけども、こちらは

第４部会ですが、第３部会の新たに設けました地域資源という政策13で、文化芸術に親しむ機会の

確保とか、担い手育成、あるいはスポーツなども活用したまちづくりや魅力創出っていう欄を位置づ

けているとこでございます。 

 今いただきましたご意見を参考に、最終的にどういうふうに見せていくか、位置づけていくかっていう

のは改めて検討をさせていただきたいと思います。 

○商工労働部次長 

 昨年度からスポーツ課が、教育委員会から商工労働部のほうに移管しました。今、アリーナ等も含

めまして、スポーツ課のほうで対応をさせていただいているところですが、先ほどブローウィンズ、プロ

スポーツでブローウィンズが出たと思うんですけれども、福井市内には福井ユナイテッドというサッカ

ーのプロスポーツがございます。あと永平寺ですとハンドボールのチームとかもプロになっています。 

 野球につきましても、昔は福井エレファンツもプロでしたが、経営的に難しく球団としては消滅してし
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まったというのもございます。 

 スポーツの分野で言いますと、福井国体が平成30年にございまして、そこである程度機運っていう

のは結構高まりがあったのかなと感じています。そういうことを継続してやっていくっていうのが必要で

すし、今あったように福井ブローウィンズが今度アリーナ建設がされて、そこを中心としてまた活動して

いくということで、福井市全体としても盛り上げていくというのもスポーツをするだけではなくて、応援

したり見るとか、そういうのが大切なことかなと考えております。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 はい、委員どうぞ。 

○委員 

 先ほど委員が言ってた、要はチラシとか、どういうようなことがあるのかっていうのを、今、私は保護

者なのでよく分かっているんですけど、どうしても先生方もいっぱいチラシが来ると配布するのに大変

ということで、それこそウェブ化されていまして、親側にウェブの在りかをＵＲＬで送られてきて、そこに

行くとチラシが見れる。ただ、結局親が積極的にそこに向かわないとチラシを見られないっていう状況

がありまして、私も自分が保護者でありながら逆に自分がＮＰＯセンターで企画をすると、正直紙でま

いてくれたほうがよっぽど効果があるなって思うんです。だけど、先生方も負担があるなと思うので、

すごくジレンマを感じながらいるので。 

 これこそ一番できるんじゃないかなって思っているのが、貸与しているタブレットにウェブに行くＵＲＬ

をデスクトップに載せるだけで、こどもがそこを押せばそのチラシのウェブ掲載に到達できるぐらいに

していただけるだけでも、何かそこに載っているんだよ、押してみて、自分が好きなのあったらお母さん

に言ってとか、親の人に言ってって、こんなのに参加したいって自分で言ってみたいな親子の会話にも

なるなと思っていて。正直、私はスマホで夏休み何かイベントあるかなってそこまで行ってからこどもに

見せてみたいなことが起こるよりも、今こどもたちは夏休み期間中に学校からタブレットを持って帰っ

てきているので、そこを押して見るだけなので、何かそういう形で連携しながらやっていただけると、情

報がよりこどもたちにダイレクトに行くんじゃないかなっていうのはすごく感じました。 

 以上です。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 今日は時間がないんで、また次回にいろんな話を出していただくことにしまして、政策16について審

議された内容をまとめます。 

 それから、今日、政策14のとこですごく時間をつかったので、次回やるときは政策15のほうから始

めるようにしたいと思いますので、ご了解いただければありがたいです。 

 以上で本日の議事は終了しました。 

 ここで何か事務局にお返ししたい。また、事務局のほうから何かあればご連絡してください。 

 以上、ありがとうございました。 

 

６．閉会 

○司  会 

 西村部会長、本当にありがとうございました。また、委員の皆様には、長時間にわたりご審議を賜り

誠にありがとうございました。 

 最後に、次回の専門部会の開催日時についてご連絡をいたします。 

 次回は、10月16日木曜日14時から、先日全体会を開催させていただきました上下水道局５階の
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大ホールで行いたいと思います。委員の皆様には、引き続きのご出席いただきますようよろしくお願い

いたします。 

 それでは、以上をもちまして福井市総合計画審議会専門部会第４部会の第１回目の会議を終了い

たします。 

 皆様、本当にありがとうございました。 

（以  上） 
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第九次福井市総合計画審議会 専門部会 第４部会（第１回）出席者名簿 
（50音順・敬称略） 

氏　　名 備　　考 出欠

にしむら　しげき

西村　重稀

あまがた　あすか

天方　あすか

おおしま　あゆみ

大嶋　歩

こんどう　ゆういちろう

近藤　雄一郎

たなか　のりこ

田中　典子

つだ　かおり

津田　かおり

なかむら　じゅん

中村　准

ほらぐち　すみか

洞口　純花

やまかわ　としゆき

山川　敏之

岡本　尚美 総務部　次長 〇

清水　淳之 福祉健康部　次長 〇

林　幹郎 こども未来部　次長 〇

西行　裕 商工労働部　次長 〇

間所　泰次 教育委員会事務局　教育次長 〇

勝木　康史 総合政策課　課長 〇

坂下 一博 総合政策課　副課長 〇

嶋田　法子 総合政策課　課長補佐 〇

寺前　佳昭 総合政策課 〇

吉田　勇也 総合政策課 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

総

合

計

画

審

議

会

　

委

員

部会長 仁愛大学　名誉教授

委員 福井県子どもNPOセンター　理事長

委員 公募委員

委員 福井大学　准教授

委員 福井市校長会（小・中学校長会）　副会長（中）

委員

市

総

合

計

画

策

定

委

員

事

務

局

福井市議会議員

委員 福井大学　学生

委員 福井市PTA連合会　会長

委員 福井市公民館連絡協議会　会長


